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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

６．太田川放水路における 

河口干潟の生態工学研究  

水循環・まちづくりグループ 

研究員 後藤勝洋 

H25.9.13 第２１回 リバーフロント研究所 研究発表会 1p 
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太田川放水路 （平成14年3月撮影 干潮時） 

・放水路延長9km 

・治水対策として整備され45年以上経過 

・計画高水流量8,000m3/sの 

うち4,500m3/sを放水路に分派 

中流部 

河口部 太田川デルタ 

 研究の背景：太田川放水路の特徴 2p 

庚
午
橋 

広島西 
飛行場 

祇園大橋 
1k 2k 

3k 4k 
5k 

旭
橋 

新
己
斐
橋 

己
斐
橋 新

庄
橋 

三
滝
橋 

竜
王
橋 

C1k 0k C2k C3k 

広
島
西
大
橋 

山
手
橋 

元
安
川 

京
橋
川 

猿
猴
川 

0 0.5 1 2 
km 

上流分派点 



第21回リバーフロント研究所研究発表会 平成25年9月13日 

2 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

3 

庚
午
橋 

広島西 
飛行場 

祇園大橋 
1k 2k 

3k 4k 
5k 

旭
橋 

新
己
斐
橋 

己
斐
橋 新

庄
橋 

三
滝
橋 

竜
王
橋 

C1k 0k C2k C3k 

広
島
西
大
橋 

山
手
橋 

河口に広がる干潟 
貴重な塩生植物群落 

・人工の放水路であるが、良好な汽水域・干潟環境が形成。 

・河口域は、アサリやシジミ、牡蠣などの漁場として利用。 

・広島湾域で唯一まとまったハマサジ（環境省ＲＬ：準絶滅危惧）・フクド（環境省Ｒ
Ｌ：準絶滅危惧）等の塩生植物群落が生育。 

干潟でのアサリ捕り 干潟でのシジミ捕り 

 研究の背景：太田川放水路の特徴 3p 

太田川放水路の汽水域・干潟環境 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

第一次緊急輸送道路 国道 

１８３号 

旭橋 

 緊急用河川敷道路は、主要国道等と接続させ、地震
時等に市街地の道路機能が麻痺した際に、資機材等
様々な輸送物資を搬入・搬出させるもの。 

緊急河川敷道路 計画区間 4 

現状の干潟環境をどのよう
にして保全・再生するか？ 

緊急河川敷道路 整備済区間 

上流の既設区間では、
良好な干潟環境が成立 

（太田川河川事務所資料より）  研究の背景：緊急用河川敷道路の整備 4p 

緊急河川敷道路 
整備済区間 

凡   例 

一般国道 

延伸予定 

緊急用河川敷道路の整備 

道路幅 w=8.0m 捨石w=3.0m 

計画高2.2m 

干潟消失範囲 11m程度 

緊急用河川敷道路の整備イメージ 

 緊急用河川敷道路計画区間内には干潟が現存してい
るため、整備に当たっては、干潟環境へ与える影響に
配慮した環境保全措置が求められる。 

今後、放水路左岸側
で1.7km延伸予定 
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WG 代表 平成24年度の研究テーマ 

物質収支 
福岡 捷二 

中央大学教授 
河口域での有機泥の挙動・物質の輸送と河口干潟の
変動・機能・地下水環境形成機構の把握 

物理環境 
藤田 光一 

国土技術政策総合研究所 
河川研究部長 

河口干潟の物理環境形成機構に関する調査 

水質 
清家泰 

島根大学教授 
水質浄化に果たす干潟及びタイドプールの役割に関す
る調査研究 

干潟水質 
岡田 光正 

広島大学名誉教授 
太田川放水路汽水域における人工干潟の造成に向け
た干潟生態系の把握とその持続性の評価 

底生生物 
今林 博道 

広島大学教授 
干潟再生にともなう河口域底生生物および生息環境の
時空間的変化 

水生植物 
國井 秀伸 

島根大学教授 
河口域における塩性湿地植物の保全生態学的研究 

陸生動物 
鶴崎 展巨 

鳥取大学教授 
人工干潟形成にともなう感潮性陸生動物の出現種と分
布の変化 

付着生物 
山元 憲一 

水産大学校教授 
懸濁物の濾過能力に対する塩分濃度の影響 

太田川生態工学研究会（平成16年度設立） 
太田川放水路の汽水域・干潟環境を物理・化学・生物の多分野から研究 

 研究の背景：太田川生態工学研究会 5p 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

 干潟環境保全・再生措置の検討 
  ・干潟再生試験の検討（明らかにしたい事項⇔試験区デザイン） 
  ・評価の考え方の整理（モデルとなる自然干潟、対照区の設定） 
 

 太田川放水路の汽水域・干潟環境の実態把握・機能
評価 ・干潟の形成・維持と機能の把握 
     ・干潟・河口域特有の生態系 
       ・人の利用の場としての機能   等 

Ⅰ

期 
Ⅱ

期 

事
前
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

成
果
と
り
ま
と
め 

H16 

年度 

H20 

～ 

H21 

H22 

H23 

H24 

目指すべき方向性 

・より良い干潟環境の 

 保全・再生 

・緊急用河川敷道路の 

 整備に伴う代償措置 

 太田川放水路河口干潟における生態工学研究 とりまとめ 
 ・各専門分野の河口干潟保全・再生に関する研究成果 
 ・太田川放水路における河口干潟造成に向けた考え方 
 ・今後の研究課題 

タイドプー 
ルの形成 

出水・潮汐
による撹乱 

盛土の
出現 

捨石の
出現 

etc 

試験区に生じるインパクト 
干潟再生試験区造成（H22.3） 

次年度 

研究成果の検証のための干潟再生試験の提案 

「干潟再生実証実
験WG」による検討 

より良い干潟環境の保全・再生 他河川の河口干潟への展開 

研究成果の更新・河川管理へ反映 

 干潟造成による効果・影響の評価 
  ・各専門分野による干潟環境のレスポンスの評価 
  ・各専門分野の関連性を踏まえた干潟環境全体の総合的な評価 

 研究の背景：太田川生態工学研究会 6p 
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 研究の背景：太田川生態工学研究会 7p 

太田川放水路河口干潟における生態工学研究（平成24年3月発行） 

 －太田川生態工学研究会 報告書－ 

 
1章 太田川生態工学研究の概要 

2章 河口干潟の保全・再生に関する 

  研究成果 
①河口域での物質の輸送と河口干潟の変動に関 

 する研究 

②河口干潟の物理環境の形成に関する研究 

③水質浄化に果たす干潟の役割に関する研究 

④太田川放水路内干潟における生態系の特性 

 に関する研究 

⑤底生生物及びその生息環境に関する研究 

⑥塩性湿地植物の生育環境と保全に関する研究 

⑦感潮性陸生動物および干潟のカニ類に関する 

 研究  

3章 太田川放水路における緊急用 

  河川敷道路整備区間の河口干潟 

  の保全に向けて   

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

 研究の目的 8p 

太田川放水路は人工の放水路であるが、整備後45年以上経て、
河口には干潟が維持されている良好な汽水域・干潟環境が成立。  

太田川放水路では、災害時の緊急輸送経路を担う緊急用河川敷
道路の整備が計画されており、河口干潟の再生を含め、治水と環
境の保全が両立した河川整備・管理が求められている。  

太田川生態工学研究会（平成16年度設立）では、将来の緊急用河
川敷道路の整備に対して、より良好な干潟環境を保全・再生する
ための知見を得るため、調査・研究を実施。  

本研究は、今後の汽水域・干潟環境の整備・管理に向けた基礎資
料とするため、太田川生態工学研究会でのこれまでの研究成果を
踏まえ、太田川放水路の河口干潟の形成・変化に関する総合的な
評価を行った。  
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 本研究の目的 9p 

太田川放水路河口干潟の形成・変化の全体像（評価の視点） 

水位，流れ・掃流力
土砂・物質流送（干潟基盤の間隙 含む）

イベント的な作用日常的な作用

自然の作用

河川整備（河道地形改変，構造物設置，地被の改変 他）
流水のコントロール（高水，低水）
流域からの物質供給およびそのコントロール 他

人〔防災・減災，環境保全，利用，流域での活動・・・〕

人間による働きかけ
干潟成立の境界・初期条件の規定 人工的インパクト

冠水状況，淡水・塩水環境
地形，地形変化
河床材料，地被，微地形
地下水の流れ，水質浄化
流砂系（土砂動態）

河口干潟及び河川の
物理環境の形成・変化

干潟生物相の形成

生物の棲み分け（生息・
生育場の形成・変化）
生物群集の消長
生物間の相互作用

潮汐 地下水流れ 洪水

干潟造成放水路整備

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

 発表内容 10p 
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１．干潟の物理環境の基盤としての基本的河床の成立 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

11p 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

１.１ 太田川放水路の整備 12p 

・太田川放水路は、旧河道にあたる福島川と山手川を掘削・浚渫し、
全川にわたり複断面河道として計画。 

太田川放水路計画図  

現状の太田川放水路 

太田川放水路 

旧太田川 

天満川 

福島川 

山手川 
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緊急用河川敷道路整備計画区
間 

緊急用河川敷道路既設区間（両岸） 

直線2タイプ干潟区間 
（C2k800～0k200） 

直線3タイプ干潟区間 
（0k200～2k200） 

湾曲内岸タイプ干潟区間 
（1k200～5k200） 
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１.２ 干潟環境の基盤となる基本的な河床形状の形成 13p 

直線２タイプ干潟 直線３タイプ干潟 湾曲内岸タイプ干潟 

・直線区間の高水敷状の河床
部分が干潟化 
・干潟前面に護岸が未設置 

・蛇行区間の内岸側に形成さ
れた固定砂州  

・直線区間の高水敷状の河床
部分が干潟化 
・干潟前面に護岸が設置 

太田川放水路に成立している干潟のタイプ  

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

潮間帯 干潟形状は経年的に侵食 

C2k000 

断面形状の経年変化（定期横断測量結果）  

直線タイプ2の干潟の特徴 

１.２ 干潟環境の基盤となる基本的な河床形状の形成 14p 

・直線区間の高水敷状の河床部分が干潟化。 
・干潟前面に護岸が設置されていないため、
洪水による侵食を受け、経年的に減少傾向。 
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護岸により干潟形状は維持 

低水護岸 

潮間帯 

１.２ 干潟環境の基盤となる基本的な河床形状の形成 15p 

直線タイプ3の干潟の特徴 

1k000 

断面形状の経年変化（定期横断測量結果）  

・直線区間の高水敷状の河床部分が干潟化。 
・干潟前面に護岸が設置されており、洪水による
侵食が軽減されている。 
・護岸背面の窪地にタイドプールが形成（部分的） 

敷
石
護
岸 

低
水
路
干
潟 

高
水
敷
干
潟 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

２．潮汐によって形成される干潟環境 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

16p 
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２.１ 干潟環境形成における潮汐の特徴 17p 

 

C3.0km     C2.0km     C1.0km     0.0km       1.0km     2.0km      3.0km       4.0km       5.0km      6.0km       7.0km      8.0km      9.0km 

満潮位 
T.P 1.74m 

干潮位 
T.P -2.07m 

河口 
旭橋 

（干潟再生試験区） 

 

己斐橋 
祇園水門 
 

 

河川汽水域（感潮区間）:約 12km 

 

河床高：平成 17 年の定期横断測量から求めた平均河床高 

潮 位：平成 17 年の朔望平均満潮位・干潮位 

潮位差：約 4m 

距離標 

4m 

3m 

2m 

1m  

0m 

-1m 

-2m 

-3m  

標高(T.P.m) 

太田川放水路の河川汽水域 

・太田川放水路は全域にわたり感潮区間。 

・太田川放水路河口の潮位差は約4mと大きく、大潮最干時に約
63 haの干潟が干出。 

・上流分派点の祇園水門で淡水の流入を操作（平水時は、流量
の1割を太田川放水路へ通水）。 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

潮汐、祇園水門操作に伴う塩分濃度の時間変化 
（祇園水門（5k400）、旭橋（0k000）、2009年6月～2010年3月） 

 

1/Jun 11 21 1/Jul 11 21 31 10/Aug 20 30 9/Sep 19 29 9/Oct 19 29 8/Nov 18 28 8/Dec 18 28 7/Jan 17 27 6/Feb 16 26 8/Mar 18
0
5
10
15
20
25
30

1/Jun 11 21 1/Jul 11 21 31 10/Aug 20 30 9/Sep 19 29 9/Oct 19 29 8/Nov 18 28 8/Dec 18 28 7/Jan 17 27 6/Feb 16 26 8/Mar 18
0

500

1000

1500

2000

2009 2010

矢口流量 (m3/s)

祇園大橋における断面平均塩分
祇園水門全開期間

6/09 7 8 9 10 11 12 1/10 2 3
0
5

10
15
20
25
30
35

旭橋における塩分 (-1.5 T.P. m)

(month/year)

断面平均
塩分

（祇園大橋）

河川流量
（矢口第一）

-1.5TPm塩分
（旭橋）

２.２ 潮汐に伴う干潟の物理環境の変化 18p 

河川流量（矢口第一：分派前） 

断面平均塩分濃度（祇園大橋） 

-1.5TPm塩分濃度（旭橋） 

・太田川放水路の塩分濃度は、0～30psuの範囲で変動。 

・塩水は、放水路上流端の祇園大橋まで到達 。 
出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

1k 2k

3k 4k
5k

C1k 0kC2kC3k
1k 2k2k

3k 4k4k
5k5k

C1k 0k0kC2kC2kC3kC3k

祇園大橋 

旭橋 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

祇園大橋における断面平均塩分濃度（psu） 

潮汐に伴う浮遊土砂輸送量の時間変化（C0k600、2008年8月）  
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198/4 07 10 13 16 19

Month/Day Month/Day

a.水深

b.主流方向の
浮遊土砂
フラックス

c.横断方向の
浮遊土砂
フラックス

e.横断方向の
浮遊土砂

フラックス累積値

d.主流方向の
浮遊土砂

フラックス累積値

２.２ 潮汐に伴う干潟の物理環境の変化 19p 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

・平水時に浮遊土砂が干潟（横断的方向）へ輸送される。 

・大潮の上げ潮期に土砂輸送は卓越する。 

左岸干潟 右岸干潟 

大潮の上げ潮期に土砂輸送は卓越 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

有機泥の沈降量、細粒分含有率、干潟土壌の強熱減量の経時変化  
（2004年6月～2005年10月） 

 
a.河川流量
（矢口第一）

b.有機泥沈降量

c.細粒分含有率

d. )干潟土壌のIL
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80
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100
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(b)

(c)

(d)

干潟土壌採取日

２.２ 潮汐に伴う干潟の物理環境の変化 20p 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

・有機泥の沈降量は夏期に多く、海から供給される。 

有機泥の沈降量は夏期に多い 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

２.３ 潮汐と干潟生物の生息・生育 
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塩分濃度、干出時間と岩礁性底生動物の生息の関係 
（庚午橋、己斐橋、祇園大橋橋脚における調査結果）  

21p 

・岩礁性底生動物は、塩分濃度、干出時間に依存して生息。 

・塩分濃度の低い地点ほど干出の影響を受けやすい。 

出典：太田川生態工学研究会 底生生物WG 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

２.３ 潮汐と干潟生物の生息・生育 

地盤高、底質（粒径）と二枚貝およびカニ類の生息の関係 
（旭橋周辺（0k000）の調査結果）  

22p 
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出典：太田川生態工学研究会 底生生物WG 

・二枚貝およびカニ類は、地盤高、底質（粒径）に依存して生息。 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

シオクグ  

 
 

ハマサジ 

植生凡例 

フクド 

シオクグ 

ヨシ 
ハマサジ・フクド 

地盤高と塩生植物群落の分布（2007年調査結果）  

２.３ 潮汐と干潟生物の生息・生育 23p 

ハマサジ 
・T.P0.4m以上で生育 

フクド 
・T.P0.5m以上で生育 

シオクグ 
・T.P0.5m以上で生育 

T.P0.4m 

T.P0.5m 

出典：太田川生態工学研究会 水生植物WG 

・塩生植物は、地盤高（T.P.0.4～1.5m）に依存して生育 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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２５％海水
５０％海水
７５％海水
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１００％海水
１００→５０％
１００→２５％

100％人工海水中に6週間沈めた後、50％、25％海水に移した場合の発芽率 

ハマサジの発芽率と塩分濃度の関係（室内実験結果）  

２.３ 潮汐と干潟生物の生息・生育 24p 

2ヶ月の低温処理の後、5通りの塩分の人工海水中に沈めた種子の発芽率 

出典：太田川生態工学研究会 水生植物WG 

・種子の発芽は、塩分の影響を受けるが、塩分条件が好転すると発芽可能 

ハマサジ 

発
芽

率
（
％

）
 

発
芽

率
（
％

）
 

経過日数（日） 

経過日数（日） 

25%海水以上の塩分濃度で、
発芽率が20%まで低下  

塩分濃度が下がると発芽可能 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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0 - 0.063

表面1cm 深さ20cm 

塩生植物群落の生育地の粒度分布  

２.３ 潮汐と干潟生物の生息・生育 25p 

・塩生植物は、粒径0.25 ～2 mm（中砂～極粗砂）を中心とした砂質干潟に生育 

・実生（芽生え）の少ない場所は、粒径0.25 mm以上の砂礫の割合が多い、乾
燥しやすい土壌。 

・実生の多い場所は、粒径0.125 mm以下の細砂・シルト分を5～15%程度含む、
干潮の間も適度な湿り気が残る土壌。 

出典：太田川生態工学研究会 水生植物WG 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

３．地下水流れによって形成される干潟環境 26p 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

② 
① 

タイドプール 低水路干潟 

矢板 

不透水層（T.P.-10m） 

緊急道路 

デ
ル
タ
地
下
水 

太田川放水路周辺では、浅層と深層での２つの主要な地下水流れが形成 

地下水流れ① ：堤内地デルタ地下水と河川水の水位差によって生起される 

           数mの深さでの地下水流れ 

 →地盤内への河川水の浸透や河床からの地下水の流出 

地下水流れ② ：タイドプールと低水路干潟の水位差によって生起される 

           干潟表層（表層～30cm程度）での地下水流れ 

 →地下水流れに伴う有機物の流出や酸素の供給・高間隙状態の維持 

イソシジミが多く生息 

３.１ 太田川放水路における地下水流れ 27p 

太田川放水路周辺の地下水流れ  
タイドプール 低水路干潟 

敷石護岸 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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３.１ 太田川放水路における地下水流れ 28p 

・太田川放水路周辺地下10m付近で、不透水層（粘
土層）が分布 

・鋼矢板が不透水層まで打設される場合、堤内地デ
ルタからの地下水流れへの影響が懸念 

矢板の打設位置  
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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３.２ 地下水流れによって形成される干潟環境 29p 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

矢板の有無による地下水水位の違い  
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・矢板の無い干潟では、堤内地デルタから地下水が供給されるため、干潮時でも地下
水位が地表下20 cm程度に維持される 。 

・矢板が不透水層まで打設されている干潟では、デルタ地下水の供給が制限されるた
め、下げ潮時には河川水位の低下に伴って地表下1mまで地下水位が低下する。 

干潟の地下水位は高く保たれる 

干潟の地下水位は河川水位に連動して低下 地
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３.２ 地下水流れによって形成される干潟環境 30p 
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出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

護岸背面地下水位 

タイドプールの有無による地下水水位の違い  
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・低水護岸背面にタイドプールが存在する干潟は、存在しない干潟に比べて、タ
イドプールから地下水が供給されるため、地下水位が高く保たれる。 

低水路地下水位 

St.1 

タイドプール有 

St.2 

タイドプール有 

St.3 

タイドプール無 

タイドプールが存在すると、
地下水位が高く保たれる 

St.1 

タイドプール有 

St.2 

タイドプール有 

St.3 

タイドプール無 

水
位

（T
.P

.m
） 

水
位

（
T
.P

.m
） 

時間（hr） 2009年3月1日 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

2011年10月 2011年8月 

  脱窒量 

  （mgN/m2/day） 

0K 2.6  

0K' 9.6  

① 0.2  

② 1.9  

③ 7.9  

④ 3.9  

⑤ 1.0  

1.8K   
タイドプール内 

         27.8    

1.8K 
低水路側 

2.1  

1.8K 
本流河庄 

18.2  

  脱窒量 

  （mgN/m2/day） 

0K 9.8  

0K' 8.4  

① 0.5  

②          12.9  

③          27.3  

④          23.8  

⑤ 1.4  

1.8K 
タイドプール内 

7.6  

1.8K 
低水路側 

1.9  

1.8K 
本流河庄 

5.0  

平均 7.5  平均 9.9  

３.２ 地下水流れによって形成される干潟環境 31p 

タイドプールによる脱窒反応の活性化（2011年調査結果）  

・タイドプールのある低水路干潟では、溶存酸素などが干潟地盤内へ供給され
るため、放水路全地点の平均値の4倍程度の高い脱窒活性が検出。 

出典：太田川生態工学研究会 水質WG 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

矢板の有無による干潟の細粒分含有率の違い 

矢板無し 
(0k000) 

矢板有り 
（0k270） 

 

a. 試験区

b. 対照区

-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80

Distance from letf DM [m]

-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

024681012

2

24

024681012

Fine-content [%]

Fine-content [%]

2

2

4

4

6
6

8
8

0

Sheet pile

T.P.-11m

(a)

(b)

実験区(矢板無し)

対照区(矢板有り)

地
盤

高
(T

.P
.m

) 
地

盤
高

(T
.P

.m
) 

細粒分含有率(%) 

細粒分含有率(%) 

横断距離(m) 

３.３ 地下水流れと干潟生物の生息 32p 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

・河川水位に連動して地下水位の変動が大きい、矢板のある干潟の方が細粒
分が深層まで沈着しやすい。→底生生物の生息基盤となる底質に影響 

地表下20cmで細粒分含有率3%程度 

地表下1mでも細粒分含有率8%程度 

地下水位が高く維持 

地下水位が大きく変動 



第21回リバーフロント研究所研究発表会 平成25年9月13日 

17 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

強熱減量 生息数、間隙率 

 

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0

0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

IL [%]

060502

060808

(a) (b)

0 40 80 120

Number of individuals [N/m
2
]

Number

30 40 50 60

Porosity [%]

Porosity

a. IL（有機物含有率） b. 棲息数と間隙率

生息数 

間隙率 

強熱減量(%) 1m2当たりのイソシジミの生息数 

土壌間隙率(%) 

地
表

面
か

ら
の

深
さ

(m
) 

2006年5月2日 

2006年8月8日 

３.３ 地下水流れと干潟生物の生息 33p 

タイドプールと干潟の底質、生物生息の関係(1k600調査結果) 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

・タイドプールのある低水路干潟では、地下水流れに伴う細粒分などの輸送・流
出により、干潟土壌の間隙率が高く保たれるため、多くのイソシジミが生息。 

土壌間隙率が高く、 

イソシジミ生息数も高い 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

４．洪水による干潟環境の変化 34p 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

４.１ 太田川放水路での洪水 35p 

祇園・大芝水門の操作規則  

・太田川放水路の分派点に設置された祇園水門は、流量（分派前）が約400 

m3/s以上になると、ゲートを全開にし、洪水流を放水路に流下。 

祇園水門祇園水門 大芝水門大芝水門

○通常時 

・祇園水門の３門のゲートのうち、１門のみ 

 開度を30cm 

・大芝水門は３門のゲート全てを全開 

・上流からの流量の約9割を市内派川に流下  

●洪水時（約400m3/s以上） 

・矢口第一地点の水位が2.1m（T.P.6.6m．約
400 m3/s）に達すると、祇園水門のゲートを３
門とも全開 

・大芝水門のゲートは３門とも全開のまま 

●洪水時（約2,000m3/s以上） 

・矢口第一地点の水位が4.6m（T.P.9.1m．約
2,000 m3/s）に達すると、大芝水門の３門のゲ
ートのうち１門を開度1.5m 

●洪水時（約2,700m3/s以上） 

・矢口第一地点の水位が5.2ｍ（T.P.9.7m．約2,700 m3/s）に達すると、大芝水門のゲート３
門を全て開度2.45m  →放水路、市内派川への分派量の割合は、概ね 4.5：3.5 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

４.１ 太田川放水路での洪水 36p 

太田川の洪水履歴（年最大流量の経年変化）  

・放水路完成以降、7,000 m3/s規模の洪水が2回（S47.7、H17.9）、4,000～
5,000 m3/s規模の洪水は5～6年に1回程度の頻度で発生。 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

４.２ 洪水による干潟の物理環境の変化 

 

A

C

B

A：洪水時も平水時も安定
B：洪水時に少し上がり、その後
平水時に下がる
C：洪水時に下がり、その後平水
時に少し上がる

大きく３つのパターン期
間
⑥
の
間
の
変
化
量

平成22年7月洪水後～12月までの河床変動量(m) 

平
成

2
2
年

7
月

洪
水

前
後

の
河

床
変

動
量

(m
) 

平成22年7月洪水前後及び洪水以降の河床変動量 
（C0k200～C2k800、リング法による調査結果） 

37p 

出典：太田川生態工学研究会 物理環境WG 

・1回の洪水で、数cm～数10cmのオーダーで干潟は侵食・堆積する。 

・護岸の設置されていない直線2タイプ干潟では、全体的に侵食傾向。 

大きく３つのパターンに分類 

A：洪水時も平水時も安定 

B:洪水時に少し堆積、その後の平
水時に侵食（全体としては侵食） 

C:洪水時に侵食、その後の平水時
に少し堆積（全体としては侵食） 

洪水時に侵食 

平水時に堆積 

洪水時に堆積 

平水時に侵食 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

潮汐、祇園水門操作に伴う塩分濃度の時間変化 
（祇園水門（5k400）、旭橋（0k000）、2009年6月～2010年3月） 

 

1/Jun 11 21 1/Jul 11 21 31 10/Aug 20 30 9/Sep 19 29 9/Oct 19 29 8/Nov 18 28 8/Dec 18 28 7/Jan 17 27 6/Feb 16 26 8/Mar 18
0
5
10
15
20
25
30

1/Jun 11 21 1/Jul 11 21 31 10/Aug 20 30 9/Sep 19 29 9/Oct 19 29 8/Nov 18 28 8/Dec 18 28 7/Jan 17 27 6/Feb 16 26 8/Mar 18
0

500

1000

1500

2000

2009 2010

矢口流量 (m3/s)

祇園大橋における断面平均塩分
祇園水門全開期間

6/09 7 8 9 10 11 12 1/10 2 3
0
5

10
15
20
25
30
35

旭橋における塩分 (-1.5 T.P. m)

(month/year)

断面平均
塩分

（祇園大橋）

河川流量
（矢口第一）

-1.5TPm塩分
（旭橋）

河川流量（矢口第一：分派前） 

断面平均塩分濃度（祇園大橋） 

-1.5TPm塩分濃度（旭橋） 

・洪水後、河口からの距離が潮汐の流程（潮汐半周期間の海水の遡上距離：約
6km）より短い旭橋地点では、速やかに塩分が回復するが、潮汐の流程より上
流の祇園大橋地点では、塩分が回復するのに長期間を要する。 

出典：太田川生態工学研究会 物質収支WG 

４.２ 洪水による干潟の物理環境の変化 38p 

塩分の回復に 

長期間を要する 

速やかに塩分回復 

1k 2k

3k 4k
5k

C1k 0kC2kC3k
1k 2k2k

3k 4k4k
5k5k

C1k 0k0kC2kC2kC3kC3k

祇園大橋 

旭橋 

H21.7洪水 

（2,100m3/s） 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

４.３ 洪水が干潟生物の生息に与える影響 

 

マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
個
体
数

[個
体

/m
2
]

二枚貝

甲殻類

イトゴカイ
多毛類(イトゴカイを除く)

2005 2006 2007 2008 2009 2010

マクロベントスの個体数の経年変化（C2k000）  

39p 

出典：太田川生態工学研究会 干潟水質WG 

・平成17(2005)年7月の洪水により、マクロベントスの個体数は
50%に減少するが、その後、短期間で回復する。  

H17.7洪水 

個体数が半減 

その後、 

短期間で回復 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

  

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27

生
残

個
体

数
(個

体
)

経過時間(hr)

10‰ 9‰ 8‰ 7‰ 6‰ 5‰塩分濃度

図 2.6.4-10 イトゴカイの耐低塩分性 

イトゴカイの低塩分耐性（室内実験結果）  

４.３ 洪水が干潟生物の生息に与える影響 40p 

出典：太田川生態工学研究会 干潟水質WG 

・イトゴカイ等のマクロベントス類は、塩分濃度が5psu（海水の15

％程度）では、20～22時間後に全ての個体が失活する。 

20時間で全て
の個体が失活 

イトゴカイ 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

1.干潟の物理環境の基盤としての基本的河
床の成立 

2.潮汐によって形成される干潟環境 

3.地下水流れによって形成される干潟環境 

4.洪水による干潟環境の変化 

5.造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 

５．造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境 41p 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.１ 干潟の造成（干潟再生試験） 

 
 

旭橋 

新己斐橋 

己斐橋 

対照区（0k270 付近） 

 0k 

 1k 

庚午橋 

 C1k 0 0.5 km 

自然干潟（1k400 付近） 

  

0k
000

 

旭 橋 

0k
100

 

0k
1
50

 

0k
0
50

 

0k
160

 

40m 

0k
2
70

 

110m 

斜
面
区 

平
坦
区
１ 

平
坦
区
２ 

現
況
高
区 対

照
区 

0k
10

5
 

0k
1
25

 
0k

1
30

 

底質処理区 

底質未処理区 

整備済み区間 緊急用河川敷道路 整備計画区間 

0k
200

 

捨石護岸 

盛土 

 底質改良 

地下水 

観測井 試
験
区
下
流 

干潟再生試験の概要  

42p 

 「干潟再生試験」は、良好な干潟環境の保全・再生に向けた河川管理への反
映に役立てることを目的として、造成した干潟の物理環境や干潟生物の形成・
変化過程について明らかにするため、旭橋下流左岸の緊急用河川敷道路整備
計画区間において、道路に見立てた盛土を行い、その前面に緩やかな斜面を
有する縦断長110m×横断長40mの干潟を造成した（H22年3月完成）。 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

試験区 距離標 特 徴 横断イメージ 

斜面区 0k050 
 ～ 
0k100 

・干潟前面に捨石護岸があることで地形的に安
定しており、現状で塩生植物群落が成立している
1k400左岸をモデルとした干潟形状を創出し、自
然状態の変化を検証する試験区。 
・タイドプールは造成せず、自然の変化による形
成を期待する。 
・干潟の安定性や塩生植物の定着過程等に着目
する。 

平
坦
区 

平坦
区1 

k105 
 ～ 
0k125 

・塩生植物群落が定着しやすい※と考えられる地
盤高T.P. 1.3mの平坦部を設ける試験区。 
・干潟と捨石護岸のすり付け部に、タイドプール
を創出する。 
※T.P.1.3～1.5mの平坦部に塩生植物群落が成
立している。 

平坦
区2 

0k130 
 ～ 
0k150 

・地盤高T.P. 0.8mの平坦部を設け、平坦区1とは
種子の漂着や浸水の条件等の違いによる塩生
植物の定着状況を比較する試験区。 
・干潟と捨石護岸のすり付け部に、タイドプール
を創出する。 
 
 

現
況
高
区 

底質 
処理
区 

0k150 
 ～ 
0k155 

・盛土は行わず現状の干潟地盤高を維持する試
験区。 
・底生生物の生息環境の改善の観点から、アサ
リが定着しやすいと考えられる底質に入れ替える
。 
・構造物（捨石）や底質改善による底生生物相の
変化等に着目する。 

底質 
未処
理区 

0k155 
 ～ 
0k160 

・盛土は行わず現状の干潟地盤高を維持する試
験区。 
・底質処理区の対照区として、底質は入れ替えな
い。 

 捨石護岸 
 盛土 

平坦部：塩生植物群落が定着しやすい
地盤高T.P. 1.3m 

T.P. 0.3m 勾配1/12 

勾配1/20 

平坦部：平坦区1より下げた 
地盤高T.P. 0.8m 

タイドプール 

タイドプール 

T.P. 0.3m 

T.P. 0.3m 

T.P. 1.3m 
勾配1/25 

T.P. 1.5m 

緊 急用河 川
敷道路(計画) 

緊 急 用 河 川
敷道路(計画) 

1k400左岸の断面にモデ
ル模に設定 

盛砂なし 
下流側：底質改良 
上流側：未処理 

タイドプール 

T.P. 0.3m 
T.P. 0.8m 

現状の地盤高は変えず、 
底生生物相の変化に着目 

緊 急 用 河 川
敷道路(計画) 

横断距離 (m) 

横断距離 (m) 

緊 急 用 河 川
敷道路(計画) 

横断距離 (m) 

横断距離 (m) 

勾配1/65 

５.１ 干潟の造成（干潟再生試験） 43p 

各試験区域の特徴  

   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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干潟造成以降の河川流量（矢口第一観測所：分派地点上流） 

m3/s 

矢
口
第
一 

日
平
均
流
量
（  

） 

H22.7.14 
最大流量 
4200m3/s 

H22.3.1 
試験区完成 

※分派点の上流の流量（吹き出し中の洪水流量は時間流量の最大値を示す） 

H23.5.12 
最大流量 
990m3/s 

H23.9.3 
最大流量 
780m3/s 

H22.5.24 
最大流量 
670m3/s 

3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月 

H22 H23 

9月 1月 11月 

H24 

3月 5月 7月 9月 11月 

H23.3.4 

H24.12.9 

H22.9.10 

H22.12.6 H22.6.28 

H22.3.3 H23.9.8 H24.3.9 

H24.6.5 H23.6.17 

H24.9.3 

H24.12.14 

H22.6.27 
最大流量 
780m3/s 

H24.7.7 
最大流量 
790m3/s 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 44p 

造成干潟の概況（定点写真撮影） 
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施工直後
（H22.3.3） 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 45p 

斜面区 

平坦区１ 

平坦区２ 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

施工後2ヶ月
（H22.4.29） 
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５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 46p 

斜面区 

平坦区１ 

平坦区２ 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 
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出水直後
（H22.7.16） 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 47p 

斜面区 

平坦区１ 

平坦区２ 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

施工後6ヶ月
（H22.9.10） 
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５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 48p 
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平坦区１ 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

施工後14ヶ月
（H23.5.16） 50 

130 

120 

60 

110 

100 

90 
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70 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 49p 

斜面区 

平坦区１ 

平坦区２ 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

施工後30ヶ月
（H24.9.3 ） 50 

60 

90 

70 

130 
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80 

110 

100 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 50p 

斜面区 

平坦区１ 

平坦区２ 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 

 
地盤高 

地形変化量 

 造成干潟の地形変化（0k080：斜面区） 

51p 

・H22.7洪水以降、大きな洪水は発生しておらず、干潟地形は概ね安定 

砂（バーム）が移動 

H22.7洪水により大きく河床低下 

H22.7洪水後は概ね安定 

砂（バーム）が移動 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 

H23-H22 

H24-H23 

 造成干潟の地形変化量コンター（レーザー測量結果） 

52p 

侵食

堆積

斜面区平坦部（緩傾斜） 平坦区1平坦部 平坦区2平坦部

斜面区斜面部 平坦区1斜面部 平坦区2斜面部

現況高区

盛土部

侵食

堆積

斜面区平坦部（緩傾斜） 平坦区1平坦部 平坦区2平坦部

斜面区斜面部 平坦区1斜面部 平坦区2斜面部

現況高区

盛土部

1年目： 
H22.6.24～ 
H23.7.15 

2年目： 
H23.7.15～ 
H24.7.19 

・１年目は、河川側の斜面部や勾配変化点付近で大きく侵食。 

・２年目は、局所的な変化（バームの移動）はあるが、全体として概ね安定。 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.２ 造成後の干潟の物理環境の変化 

 造成干潟の表層の粒度分布の変化（斜面区：0k075） 

53p 

・H22.7洪水以降、大きな洪水は発生しておらず、干潟表層の粒度は概ね安定。 

・干潟表層の粒度は、干潟造成前の状態に近づく傾向。 
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５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 

旭 橋 

斜
面
区 

平
坦
区
１ 

平
坦
区
２ 

現
況
高
区 

試
験
区
下
流 

底生生物調査位置 

A B 
C 0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

イソシジミ

オキシジミ

ユウシオガイ

ヒメシラトリ

アサリ

A

2009年 2010年 2011年

0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

オキシジミ

ユウシオガイ

アサリ

B

2009年 2010年 2011年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ハザクラ

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

マテガイ

イソシジミ

オキシジミ

ヒメシラトリ

アサリ

C

2009年 2010年 2011年

生
息

密
度

（
in

d
iv

./
m

2
）

造成干潟
完成

造成干潟
完成

0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

イソシジミ

オキシジミ

ユウシオガイ

ヒメシラトリ

アサリ

A

2009年 2010年 2011年

0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

オキシジミ

ユウシオガイ

アサリ

B

2009年 2010年 2011年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ハザクラ

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

マテガイ

イソシジミ

オキシジミ

ヒメシラトリ

アサリ

C

2009年 2010年 2011年

生
息

密
度

（
in

d
iv

./
m

2
）

0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

イソシジミ

オキシジミ

ユウシオガイ

ヒメシラトリ

アサリ

A

2009年 2010年 2011年

0

50

100

150

200

250

300

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

オキシジミ

ユウシオガイ

アサリ

B

2009年 2010年 2011年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2月 5月 8月 10月 3月 5月 7月 9月 11月 5月 8月 11月

ハザクラ

バカガイ

ホトトギスガイ

ソトオリガイ

マテガイ

イソシジミ

オキシジミ

ヒメシラトリ

アサリ

C

2009年 2010年 2011年

生
息

密
度

（
in

d
iv

./
m

2
）

造成干潟
完成

造成干潟
完成

C：造成干潟下流 

A：現況高区 

B：平坦区2 

造成干潟周辺における二枚貝類の生息密度の経年変化  

54p 

B:平坦区2 

優占種：ソトオリガイ 

干潟完成1年後から二枚貝定着 

A:現況高区 

優占種：ソトオリガイ 

干潟完成直後から二枚貝定着 

C：造成干潟下流 

優占種：ホトトギスガイ 

調査期間を通じてアサリも出現 
出典：太田川生態工学研究会 底生生物WG 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 

造成干潟周辺におけるマクロベントスの生息状況  

55p 

出典：太田川生態工学研究会 干潟水質WG 

造成干潟（T.P.0.8m） 造成干潟対岸（T.P.-1.2m） 

・施工後9ヶ月（2010年12月）の間で、マクロベントス種の個体数は大きく増加。 

・造成干潟とその対岸の干潟のマクロベントスの種構成、個体数は概ね同じ。 

→造成した干潟に移入してくるマクロベントス種は、河口からの距離（塩分環境） 

 に関係。 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

造成干潟における底質によるカニ類の棲み分け 

５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 56p 

出典：太田川生態工学研究会 陸生動物WG 

・表層の底質や地盤高に応じてカニ類が分布。 

・ハクセンシオマネキやスナガニなど希少種も確認。 

コメツキガニ 

ヤマトオサガニ 

チゴガニ 

タカノケフサイソガニ 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

フクド 

ハマサジ 

５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 57p 

造成干潟（平坦区1・2）で確認された塩生植物個体数 

（造成後2年目：2011年調査結果）  

出典：太田川生態工学研究会 水生植物WG 

・斜面区、平坦区1の平坦面で塩生植物の個体数が多い傾向。 

→上流の既存塩生植物群落で得られた知見と整合。 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 58p 

微地形の影響を受ける塩生植物 

出典：太田川生態工学研究会 水生植物WG 

・塩生植物の分布・生育は、バームや水溜りなどの微地形の影響を受ける。 

水溜りでは種子が枯死し、
生存率が低い 

バーム上では砂の移動
により種子が埋没し、
植物の定着は少ない 種子がトラップしやすい敷石護

岸に沿って生育個体数が多い 
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   公益財団法人 リバーフロント研究所 

５.３ 造成干潟の物理環境と生物の生息･生育状況の関係 59p 

ハクセンシオマネキ 

多様化する造成干潟（干潟再生試験区） 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

 

①干潟の物理環境の基盤としての基本的河床の成立 
 太田川放水路に存在する3つのタイプの干潟（直線2、直線3、
湾曲内岸）の形成には、何れも放水路整備が関係しており、放水
路整備は、干潟が形成しうる河床高として設定された初期条件（
潮間帯との高さ関係）や、砂州形成を起こす流れと土砂流送の境
界条件（低水路や堤防法線の平面形状）を規定するものである。 

 

②潮汐によって形成される干潟環境  
 全川にわたり感潮域となる太田川放水路では、最大潮差が4m

と大きく、潮汐に応じて塩分濃度も0～30psuで変動しており、そ
こに生息する生物相もそのような環境変化に耐えうる種、あるい
は回避できる種が定着している。塩分濃度（河口からの距離）や
干出時間（地盤高）の変化に加えて、放水路の基盤、経年的な洪
水や潮汐の作用によって形成される底質環境（粒度、粘土・シル
ト含有率等）などの複合的な要因によって、干潟生物の棲み分け
がなされている。 

 まとめ 60p 
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③地下水流れによって形成される干潟環境  

 太田川放水路では、堤内地デルタの地下水と河川水の水位関
係に起因する地表下数mの深い層での地下水流れと、タイドプー
ルに起因する地表下数十cmの浅い層での地下水流れが生じて
おり、それぞれで良好な干潟環境の形成に寄与している。 

 

④洪水による干潟環境の変化 
 1洪水あたりで数cm～数10cmのオーダーで河床高変化が生
じており、底生生物の多くが干潟の表層から深さ5cm程度の間に
生息していることを踏まえると、洪水の干潟生物への影響は無視
しえない。しかし、洪水後は短期間で生物の個体数が回復してお
り、干潟生態系は、イベント的な洪水や日常的な潮汐の影響を受
け変化を繰り返しながら持続している。 

 まとめ 61p 

   公益財団法人 リバーフロント研究所 

⑤造成した干潟（干潟再生試験）の干潟環境  

 造成干潟（干潟再生試験区）に生息・生育している生物は経年
的に多様化しており、種によっては地盤高や表層材料等の物理
環境要素に依存して分布する傾向が見られた。また、干潟造成
前に確認されなかった貴重種が出現し、塩生植物の個体数の増
加に伴い昆虫類が移入、魚類が豊富な餌環境を求めて遊泳して
いるなど、新たに造成した干潟環境が良好な干潟生物の生息・
生育場として機能している。 

 

 

 まとめ 62p 

干潟の物理環境の基盤としての基本的河
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 まとめ 

人間による働きかけ

自然の作用

干潟生物相の形成

(2)-② 潮汐による干潟の物理環境の変化

潮汐による塩分変化
・潮汐に伴い，塩分濃度は0～30psuの
範囲で変動．
・塩分の横断分布（0k000付近）では，
塩分成層は見られるが，横断方向に塩
分勾配は生じていない．

潮汐による土砂輸送変化
・潮汐に伴い，浮遊土砂は，横断方向
にも輸送されている（大潮上げ潮期に
河岸方向へ輸送）．
・洪水時に洗掘した箇所に浮遊土砂が
堆積して河床材料が細粒化する傾向が
見られる．
・放水路全域で10g/m2/hr程度の有機泥
の沈降（7～9月の調査結果）があり，8

割以上がシルト・粘土分．

(2)-② 潮汐による干潟の物理環境の変化

潮汐による塩分変化
・潮汐に伴い，塩分濃度は0～30psuの
範囲で変動．
・塩分の横断分布（0k000付近）では，
塩分成層は見られるが，横断方向に塩
分勾配は生じていない．

潮汐による塩分変化
・潮汐に伴い，塩分濃度は0～30psuの
範囲で変動．
・塩分の横断分布（0k000付近）では，
塩分成層は見られるが，横断方向に塩
分勾配は生じていない．

潮汐による土砂輸送変化
・潮汐に伴い，浮遊土砂は，横断方向
にも輸送されている（大潮上げ潮期に
河岸方向へ輸送）．
・洪水時に洗掘した箇所に浮遊土砂が
堆積して河床材料が細粒化する傾向が
見られる．
・放水路全域で10g/m2/hr程度の有機泥
の沈降（7～9月の調査結果）があり，8

割以上がシルト・粘土分．

潮汐による土砂輸送変化
・潮汐に伴い，浮遊土砂は，横断方向
にも輸送されている（大潮上げ潮期に
河岸方向へ輸送）．
・洪水時に洗掘した箇所に浮遊土砂が
堆積して河床材料が細粒化する傾向が
見られる．
・放水路全域で10g/m2/hr程度の有機泥
の沈降（7～9月の調査結果）があり，8

割以上がシルト・粘土分．

(3)-② デルタ地下水の流れ
・0k000左岸付近の干潟（鋼矢板なし）では，
デルタからの地下水流れにより，地下水位が高
く保たれ，安定した水質（塩分濃度，水温な
ど）の地下水が供給される．
・0k200左岸付近の干潟（鋼矢板有り）では，
鋼矢板により，デルタからの地下水流れが抑制
されるため，河川水位に連動して地下水位が大
きく変動する．
・デルタからの地下水流れが抑制されている干
潟（0k200付近左岸）では，地下水位の変動に
伴って細粒分が沈着しやすい．

(3)-② タイドプールに起因する地下水流れ
・タイドプールを低水護岸背面に持つ低水路干
潟（1k600左岸付近）では，タイドプールから
の地下水流れにより，地下水位が高く保たれる．
・タイドプールからの地下水流れにより，溶存
酸素などが干潟地盤内へ供給され，脱窒活性が
向上する．
・タイドプールからの地下水流れより，細粒分
の輸送・流出が活発に生じ，干潟土壌の間隙率
が高く保たれる．
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(3)-② 地下水流れによる干潟の物理環境の変化

(4)-② 洪水による干潟の物理環境の変化

洪水による塩分変化
・放水路全川にわたり，洪水時の淡水
化が及ぶ．
・河口からの距離が潮汐の流程（約
6km）内であれば，洪水後，塩分は速
やかに回復するが，流程より上流の場
合，塩分の回復に長時間を要する（祗
園大橋地点（5k400）で20日程度）．

洪水による河床の変化
・放水路直線区間の低水路には，交互
砂州が形成されており，洪水により砂
州が流下し，河床高が変化することで，
直線2タイプの干潟形状も変化する．
特に，交互砂州の深掘れ付近で，侵
食・洗掘が顕著．
・直線2タイプの干潟では，1洪水あた
りで数cm～数10cmのオーダー河床高
変化が生じている（リング法による観
測結果）．
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変化が生じている（リング法による観
測結果）．
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(5)-② 造成後の干潟の物理環境の変化

干潟造成に伴う周辺環境への影響
・干潟造成により河道断面が狭められ，洪水
により造成干潟の前面が洗掘傾向にある．
・造成干潟下流（0k000左岸）では，断面が急

拡することにより土砂が堆積し，砂州が形成．

造成後の干潟の物理環境の変化
・造成干潟の地形は，平成22年7月洪水で
大きく侵食したが，それ以降は概ね安定し
ている．
・造成干潟の表層では，冠水および流れ・
波の作用により河床材料が変化，微地形
（バーム，水溜まり）が形成．

(5)-② 造成後の干潟の物理環境の変化
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波の作用により河床材料が変化，微地形
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波の作用により河床材料が変化，微地形
（バーム，水溜まり）が形成．

(5)-③造成干潟での魚類の利用状況
・造成干潟の捨石護岸（T.P.0.3m）は，
遊泳力のない仔稚魚の移動に影響する．遊
泳力のある未成魚になると影響しない．
・造成干潟の未成魚の胃の内容物は，造成
干潟の甲殻類の種構成とほぼ一致しており，
造成干潟が魚類の給餌の場所としての役割
を果たしている．

(5)-③造成干潟での魚類の利用状況
・造成干潟の捨石護岸（T.P.0.3m）は，
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泳力のある未成魚になると影響しない．
・造成干潟の未成魚の胃の内容物は，造成
干潟の甲殻類の種構成とほぼ一致しており，
造成干潟が魚類の給餌の場所としての役割
を果たしている．

(5)-③造成干潟での鳥類の利用状況
・造成干潟周辺では，チュウシャクシギ，
ムナグロ等の旅鳥の飛来が確認されてお
り，今後，底生生物の定着とともに鳥類
の採餌利用が増えることが期待される．

(5)-③造成干潟での鳥類の利用状況
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ムナグロ等の旅鳥の飛来が確認されてお
り，今後，底生生物の定着とともに鳥類
の採餌利用が増えることが期待される．

陸上節足動物の生息

(2)-③ 潮汐と陸上昆虫類の生息の関係
・塩生植物群落（1k200左岸付近）には，
長時間の水没に耐えうる摂食形態も持つ昆
虫類（アブラムシ，カメムシ類）が多く生
息している．

(5)-③ 造成干潟での生息状況
・干潟造成により転石が除去されたため，
カキガラダニが消失し，トビムシも生息密
度が著しく減少した．
・貴重種であるキバネキバナガミズギワゴ
ミムシやキバナガゴミムシなどが干潟造成
後に確認された．また，塩生植物を好む昆
虫・クモが確認されるなど，陸上節足動物
は多様化している．
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(2)-③ 潮汐と陸上昆虫類の生息の関係
・塩生植物群落（1k200左岸付近）には，
長時間の水没に耐えうる摂食形態も持つ昆
虫類（アブラムシ，カメムシ類）が多く生
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息している．

(5)-③ 造成干潟での生息状況
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カキガラダニが消失し，トビムシも生息密
度が著しく減少した．
・貴重種であるキバネキバナガミズギワゴ
ミムシやキバナガゴミムシなどが干潟造成
後に確認された．また，塩生植物を好む昆
虫・クモが確認されるなど，陸上節足動物
は多様化している．

(5)-③ 造成干潟での生息状況
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後に確認された．また，塩生植物を好む昆
虫・クモが確認されるなど，陸上節足動物
は多様化している．

塩生植物の生育

(2)-③ 潮汐と塩生植物の生育の関係
・1k200左岸付近では，地形（冠水頻度，種子
の漂着しやすさ）や河床材料等の関係で，多様
な塩生植物の群落が形成．
・塩生植物は，満潮時に高塩分水に冠水するが，
下げ潮や降水に伴う塩分の低下を利用して発芽
に至ることができる．

(5)-③ 造成干潟での塩生植物の生育状況
・塩生植物の個体数は経年的に増加．
・1k200左岸付近での知見を参考に，生育に適
していると考えられる干潟形状に設定した平坦
区1と斜面区の平坦面での個体数が多い．
・塩生植物の分布と生育はバームや潮だまりな
どの微地形の影響を受ける．

塩生植物の生育
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区1と斜面区の平坦面での個体数が多い．
・塩生植物の分布と生育はバームや潮だまりな
どの微地形の影響を受ける．

底生生物の生息

(2)-③ 潮汐と底生生物の生息の関係
・岩礁性底生動物（ドロフジツボ，マガ
キ等）が，一定の塩分濃度及び干出時間
の範囲で生息（庚午橋（C0k900），己斐
橋（1k400），祇園大橋（5k400）橋脚に
おける調査結果）．
・カニ類が，干潟表層材料や地盤高，植
生などに応じて生息．

(4)-③ 洪水と底生生物の生息の関係
・洪水に伴う河床の侵食，淡水化により，
干潟の底生生物の個体数は一時的に減少
するが，その後，短期間で回復する．
・低塩分環境における底生生物（多毛類，
ムラサキイガイ等）への影響は，室内実
験でも明らかとなった．
・洪水により，表層に堆積した有機泥が
フラッシュされることで干潟生物にとっ
て有効な効果も確認された．

(3)-③ 地下水流れと底生生物の生息の関係
・地下水流れにより，地盤内の間隙率が保持され，
二枚貝の良好な生息場となる．
・地下水流れにより，低塩分水が供給されるため，
洪水後の淡水化による底生生物への影響が長期化
しない．

(5)-③ 造成干潟での底生生物の生息状況
・盛土により地盤高が高くなったことから，出
現する二枚貝の種数は減少し，下流（0k000左
岸）の干潟と比べても生息密度は低い．
・カニ類は，表層の底質や地盤高に応じて分布
している．また，経年的に種数が増加しており，
ハクセンシオマネキやスナガニなど希少種も確
認された．
・造成干潟下流に形成された砂州は，アサリの
生息条件（地盤高，粒径）を満たしており，ア
サリが出現している．
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河口干潟及び河川の
物理環境の形成・変化

生物間の相互作用生物間の相互作用

(4)-① 洪水
・分派点上流の矢口第一観測所で水位
がT.P.4.6 m（流量で約400 m3/s）を超
えると，祇園水門を全開にして洪水を
放水路に流下させる．
・放水路では，矢口第一観測所で
4,000～5,000 m3/s規模の洪水は5～6年
に一回程度，1,000 m3/sに満たない小
規模の洪水は年数回発生している．
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に一回程度，1,000 m3/sに満たない小
規模の洪水は年数回発生している．

(3)-① 地下水流れ
・放水路では，陸域のデルタ地
下と河川の水位差に起因する地
表下数mの深い地下水流れと，
タイドプールなどに起因する地
表下数十cmの浅い地下水流れが
発生している．

(3)-① 地下水流れ
・放水路では，陸域のデルタ地
下と河川の水位差に起因する地
表下数mの深い地下水流れと，
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表下数十cmの浅い地下水流れが
発生している．

(1)-② 干潟基盤となる河床形状の形成
・太田川放水路に形成された干潟は，基盤となる基本的
な河床形状から，3つの干潟のタイプに分類される．
・直線2タイプ（C2k800～0k200），直線3タイプ
（0k200～2k200）の干潟は，放水路整備時の河床高に
起因し，高水敷が感潮帯にあったことで干潟が形成．
・直線3タイプの干潟は，前面に設置された護岸により
形状が維持されている．
・直線2タイプの干潟は，護岸が設置されていないため，
経年的に侵食・洗掘を受ける．
・湾曲内岸タイプ（1k200～5k200）の干潟は，放水路
湾曲部に起因する内岸に形成された固定砂州．
・低水護岸近傍の干潟では，洪水時による洗掘で溝が生
じ，タイドプール（潮溜まり）が形成．
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・低水護岸近傍の干潟では，洪水時による洗掘で溝が生
じ，タイドプール（潮溜まり）が形成．

放水路整備（河床形状形成）を
変化の要因とするフロー

潮汐を
変化の要因とするフロー

地下水流れを
変化の要因とするフロー

洪水を
変化の要因とするフロー

干潟造成（干潟再生試験）を
変化の要因とするフロー

放水路整備（河床形状形成）を
変化の要因とするフロー

潮汐を
変化の要因とするフロー

地下水流れを
変化の要因とするフロー

洪水を
変化の要因とするフロー

干潟造成（干潟再生試験）を
変化の要因とするフロー

(5)-① 干潟造成（干潟再生試験）
・直線2タイプ干潟上（0k050～1k160左岸）
に1 m以上の盛土を行い，干潟を造成．
・形状の異なる区域（斜面区，平坦区1，平
坦区2，現況高区）を設定．
・干潟前面に捨石護岸を設置．

(5)-① 干潟造成（干潟再生試験）
・直線2タイプ干潟上（0k050～1k160左岸）
に1 m以上の盛土を行い，干潟を造成．
・形状の異なる区域（斜面区，平坦区1，平
坦区2，現況高区）を設定．
・干潟前面に捨石護岸を設置．

(1)-① 太田川放水路整備
・河道浚渫・掘削
・高水敷掘削（複断面化），護岸整備
・緊急用河川敷道路整備

(1)-① 太田川放水路整備
・河道浚渫・掘削
・高水敷掘削（複断面化），護岸整備
・緊急用河川敷道路整備

(2)-① 潮汐
・最大潮差4 m．
・放水路全川にわたり，
塩水遡上が及ぶ．
・上流分派点で淡水の
流入を制御している．

(2)-① 潮汐
・最大潮差4 m．
・放水路全川にわたり，
塩水遡上が及ぶ．
・上流分派点で淡水の
流入を制御している．

太田川放水路の河口干潟の形成・変化に関する総合的な評価まとめ  
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